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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　解剖構造から第１の電磁放射を受けるように構成された第１の導波路と、
　前記解剖構造から第２の電磁放射を受けるように構成された第２の導波路と、
　第３の導波路と、
　前記第１の電磁放射および前記第２の電磁放射を、受け取るように、そして前記第３の
導波路に結合するように構成されたコンバイナと、
を備え、
　前記第１の導波路および前記第２の導波路は、プローブに格納され、
　前記コンバイナは、回転接合部の一部分であり、前記プローブは、前記回転接合部に回
転可能に結合する、装置。
【請求項２】
　前記第１の導波路および前記第２の導波路は、前記プローブの内部で回転するように構
成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第３の導波路を少なくとも部分的に囲む駆動軸アレンジメントをさらに含む、請求
項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１の導波路または前記第２の導波路の少なくとも一つの端部に設けられるレンズ
をさらに含む、請求項１に記載の装置。
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【請求項５】
　前記第１および第２の導波路で、それぞれ受け取った前記第１および第２の電磁放射は
、前記少なくとも一つの解剖構造の異なる部分の各位置から提供された放射と関連してい
る、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記各位置は互いに空間的に分離される、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記空間的に分離される距離は少なくとも１ｍｍである、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記空間的に分離される距離は少なくとも２ｍｍである、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記空間的に分離される距離は少なくとも１０ｍｍである、請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１の導波路および前記第２の導波路を囲んでいる透明な光学シースをさらに含む
、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第３の導波路は、ダブルクラッドファイバーを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第３の導波路は、トリプルクラッドファイバーを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第３の導波路は、回転対称である屈折率分布を有する、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１の導波路または前記第２の導波路の少なくとも一つは、単一モード光ファイバ
ーまたはマルチモード光ファイバーである、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記プローブは、カテーテルまたはエンドスコープの少なくとも一つである、請求項１
に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［関連出願の相互参照］
　この出願は、２０１３年１月２８日に出願の米国特許出願番号第６１／７５７,４４４
号および２０１３年３月１４日に出願の米国特許出願番号第６１／７８１,８５７号に関
連し、それらから優先権を主張し、それらの全ての開示は参照することにより本書に組み
込まれるものとする。
【０００２】
　［連邦政府によって支援された調査に関する声明］
　本発明は、国立衛生研究所により与えられる認可番号ＮＩＨ　Ｒ０１　ＨＬ０９３７１
７の下で、政府支援によってなされた。政府は、本発明に特定の権利を有する。
【０００３】
　本開示は、一般に、拡散分光法を提供するための典型的な方法と装置に関し、より詳細
には、カテーテルにおける構造の拡散分光法を提供および／または利用するための方法と
装置の典型的な実施態様に関する。この技術は、個々に、そして、光コヒーレンストモグ
ラフィ（光干渉断層計）（ＯＣＴ）および／または周波数ドメインイメージング（ＯＦＤ
Ｉ）モダリティと共に行い得る。
【背景技術】
【０００４】
　大多数の疾患は、例えば冠状動脈や消化管などの管腔臓器内で生じる。これらの疾患の
把握や診断は、それらの巨視的、微視的および合成構造についての知識を必要とし得る。
【０００５】
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　光学イメージングカテーテルは、管腔臓器から生じる疾患を評価、診断するための重要
なツールになった。疾患を含むメカニズムの多くは顕微鏡スケールで起こるので、高解像
度イメージングおよび分光法の技術が関連するようになった。高解像度イメージングのた
めの重要な技術は、光コヒーレンストモグラフィ（光干渉断層計）（ＯＣＴ）および／ま
たは周波数ドメインイメージング（ＯＦＤＩ）モダリティ（医療機器）であり、管腔組織
の断面および３次元微細構造を研究するために回転走査型カテーテルが用いられ得る。加
えて、吸収分光法は、回転走査型カテーテルと併せて管腔組織の合成的な内容を得るため
に利用できる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、これらの技術の全ては、最大深度約１－２ミリメートルにおいて情報を
提供する。したがって、さらに深い所に位置する構造の光学イメージングを行う方法は、
有用である。したがって、少なくとも上述した欠陥の一部に対処することが必要とされる
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の満たされない要求に対処するため、そしてカテーテルベースの診断法を獲得すべ
く邁進するために、より大きい深度にて、および取り得る拡散管理体制（例えば、深さ２
－３ｍｍ）において光学吸収分光法を行うために、必要な分の典型的なカテーテルベース
の扱い方／システム／装置を提供することは有益である。
【０００８】
　本開示の目的の一つは、蛍光分光法、ラマン分光法、紫外分光法、可視分光法および近
赤外分光法（ＮＩＲＳ）を個々におよび／またはＯＣＴおよび／またはＯＦＤＩと併用し
て含むことができる拡散分光法を実行するカテーテルベースのシステム、装置および方法
の例示的実施形態を提供することである。本開示の特定の例示的実施形態に従って、例え
ば、カテーテルの構造の拡散吸収分光法の実施を容易にする典型的な方法と装置が提供さ
れ得る。
【０００９】
　管腔組織の同時合成および微細構造的な分析を行うために、カテーテルにおける、光コ
ヒーレンストモグラフィ（光干渉断層計）（ＯＣＴ）および／または周波数ドメインイメ
ージング（ＯＦＤＩ）と組み合わさった拡散分光法（例えば、ＮＩＲ）のための典型的な
方法が提供され得る。典型的な方法は、組織に照射し、組織から散乱光を収集するために
、現在開示の例示的実施態様に従って、典型的な装置／デバイス／アレンジメントを使用
することができる。この典型的な技術／方法は、異なる空間的位置でソースおよび検出器
を利用することもでき、それ故に、拡散領域の評価を円滑にする。例として、典型的な一
実施態様によれば、最大１０ｍｍのソース－検出器距離間隔が、組織における約５ｍｍの
深さからの情報を得ることができる。
【００１０】
　このように、本開示の特定の典型的実施態様に従って装置が提供され得る。例えば、本
装置は、少なくとも一つの電磁放射を提供する導波路の第１アレンジメントを含むことが
できる。上記少なくとも一つの電磁放射を受け、第１放射および第２放射に分ける形態が
提供され得る。本装置は、第１の導波路および第２の導波路を有する、導波路の第２アレ
ンジメントをさらに含むことができる一方で、上記第１の導波路は上記第１放射を受け取
り、そして、上記第２の導波路は上記第２放射を受け取る。上記第１アレンジメント、上
記第２アレンジメントおよび上記形態は、プローブに格納され得る。
【００１１】
　一つの例示的実施態様によれば、上記第１アレンジメント、上記第２アレンジメントお
よび上記形態は、プローブの内部で回転するように構成され得る。本装置は、上記第２ア
レンジメントを少なくとも部分的に囲むことのできる駆動軸アレンジメントを含むことが



(4) JP 6560126 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

できる。さらに、本装置は、上記第１の導波路および／または第２の導波路の端部で設け
られ得るレンズアレンジメントを含むことができる。上記レンズアレンジメントは、上記
第１放射および／または第２放射を受け取ると、少なくとも一つの構造に光を当てること
ができる。上記第１および第２の導波路は、上記第１および第２放射それぞれと関連し得
る構造から、第３および第４放射をそれぞれ受け取ることができる。それぞれ、上記第１
および２の導波路によって受け取られる上記第３および第４放射は、構造の異なる部分の
各位置から提供される放射と関連し得る。上記各位置は互いに空間的に分離され得る。そ
の空間的に分離される距離は、少なくとも１ｍｍ、少なくとも２ｍｍおよび／または少な
くとも１０ｍｍであり得る。
【００１２】
　本開示の他の例示的実施態様において、上記第１アレンジメント、上記第２アレンジメ
ントおよび上記形態を囲むことのできる透明な光学シースが提供され得る。例えば、第１
アレンジメントは、ダブルクラッドファイバーおよび／またはトリプルクラッドファイバ
ーを含めることができる。上記第１アレンジメントはまた、回転対称になり得る屈折率分
布を有することも可能である。上記第１の導波路および／または第２の導波路は、単一モ
ード光ファイバーまたはマルチモード光ファイバーであり得る。上記プローブは、カテー
テルおよび／またはエンドスコープであり得る。
【００１３】
　本開示のさらにもう一つの例示的実施態様によれば、電磁放射の強度を調節するように
光変調アレンジメントが構成され得、それによって、第３および第４放射の強度を調節す
る。本装置はまた、上記第３および第４放射の変調や位相に関する強度情報を取得するよ
うに構成され得る処理アレンジメントを含むこともできる。この処理アレンジメントは、
構造に関して詳しい情報を生成するために、変調や位相に関する情報を利用することがで
きる。
【００１４】
　添付の図式や図面と共に、本開示の例示的実施態様の以下の詳細な説明および続く典型
的な特許請求の範囲請求を読むことにより、本開示の例示的実施態様のさらなる特徴およ
び利点が明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　本開示のさらなる目的、特徴および利点は、本開示の実施態様を示している添付の図と
共に以下の詳細な説明から明らかになる。
【００１６】
【図１】本開示の例示的実施形態による光コヒーレンストモグラフィ－近赤外線分光法（
ＯＣＴ－ＮＩＲＳ）光学イメージングカテーテルの遠位端の側面の断面図である。
【図２】本開示の実施形態例による典型的なＯＣＴ－ＮＩＲＳ光ファイバーカプラの典型
的な実施を示す垂直断面図である。
【図３】本開示の例示的実施形態によるＯＣＴ―ＮＩＲＳシステムの回路図である。
【図４】本開示の他の例示的実施形態によるＯＣＴ―ＮＩＲＳシステムの他の回路図であ
る（光ファイバーコンバイナアレンジメントが、イメージングカテーテルの外側に、 回
転ファイバー接合部の内部に、配置され得る）。
【００１７】
　図面全体を通じて、同一参照符号および文字は、特に明記しない限り、図に示される実
施態様と同様の特徴、要素、コンポーネントまたは部分を意味するために用いられる。さ
らに、図を参照して本開示が詳述される一方、実施態様に関連してなされ、図に例示され
る具体例および続く典型的な請求の範囲によっては制限されることはない。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明に係る典型的な装置は、プローブ、カテーテル、アイボックス、内視鏡、等にお
いて提供され得る。さらなる、少なくとも一つの追加ファイバーは、少なくとも他のファ
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イバーに隣接して位置することができる。加えて、少なくとも一つの追加ファイバーは、
少なくとも他のファイバーに隣接して位置することができる。
【００１９】
　本開示の例示的実施形態によれば、組織に照射し、管腔の内部から信号を収集すること
が可能な光コヒーレンストモグラフィ（ＯＣＴ）拡散分光カテーテルを含むことのできる
デバイス／装置／システムが提供され得る。この種の典型的なデバイス／装置／システム
は、光源を生成することができ、戻ってくる光を検出することができ、および／または、
信号を処理することができる。ＯＣＴ拡散分光回転接合部は、カテーテルを回転させ、引
き戻すことができ、移動するカテーテルを定置装置に接続することができる。本開示の他
の例示的実施形態において、生体内の動脈の微細構造的かつ合成的な深いイメージングの
ために、デュアルモダリティカテーテルシステムが提供され得る。
【００２０】
　例えば、典型的なアレンジメント／装置／デバイスは、少なくとも一つの電磁放射を一
つ以上の光ファイバーを通して解剖構造に提供することができる。この種の典型的なアレ
ンジメントは、ＯＣＴおよび／またはＯＦＤＩのイメージングを行う同じファイバーや拡
散分光処理のための隣接するファイバーを採用することができる。典型的なアレンジメン
ト／装置／デバイスはまた、ＯＣＴおよび／またはＯＦＤＩ、および拡散分光ファイバー
を介して、解剖構造へおよび解剖構造から放射を伝達するように構成され得る装置を含む
こともできる。本開示のさらなる典型的実施形態によれば、拡散分光法の他の形は、例え
ば、蛍光分光法、ラマン分光法、紫外分光法、可視分光法、などを含んで行うことができ
る。
【００２１】
　典型的なアレンジメント／装置／デバイスは、分光学的光コヒーレンストモグラフィシ
ステムで提供され得る。さらに、解剖構造に関する情報、および例えば、限定はされない
がＯＣＴ－ＮＩＲＳ手順など、拡散分光手順を用いる放射に基づいた、深部構造と合成に
関する情報を得るように構成および／またはプログラムされ得る、さらなる例示的なシス
テムが提供され得る。
【００２２】
　典型的なアレンジメント／装置／デバイスは、ダブルクラッドファイバー内に戻ってく
るＯＣＴおよび／またはＯＦＤＩと拡散分光光のコンビネーションを容易にするために、
ＯＣＴ拡散分光カテーテル内部で、ファイバーカプラを使用することができる。本書にお
いて記載されているように、ダブルクラッドファイバーからのコア信号が単一モードファ
イバーのコアに結合され得るように、ファイバーカプラが用いられ得る。単一モードファ
イバーから戻ってくるＯＣＴおよび／またはＯＦＤＩ光はまた、ダブルクラッドファイバ
ーのコアに結合され得、その一方で、戻ってくる拡散分光光はダブルクラッドファイバー
の内側クラッディングと結合され得る。
【００２３】
　本開示の他の例示的実施形態によれば、典型的なアレンジメント／装置／デバイスは、
ダブルクラッドファイバー内に戻ってくるＯＣＴおよび拡散分光光のコンビネーションを
容易にするために、ＯＣＴ拡散分光回転接合部の内部でファイバーカプラを利用すること
ができる。本書に記載されているように、例えば、ダブルクラッドファイバーからのコア
信号が単一モードファイバーのコア内に結合され得るように、ファイバーカプラが用いら
れ得る。単一モードファイバーから戻ってくるＯＣＴ光はまた、ダブルクラッドファイバ
ーのコアに結合され得、その一方で、戻りの拡散分光光はダブルクラッドファイバーの内
側クラッディングと結合され得る。
【００２４】
　例えば、図１は、本開示の例示的実施形態に従ってより深い分光測定ができるようにす
るために、２つの別々の照射光学系（例えば、アングルポリッシュボールレンズ）を使用
するＯＣＴ拡散分光光イメージングカテーテルの遠位端の垂直断面図を示す。この典型的
な構成、ＯＣＴおよび／またはＯＦＤＩ照射および検出光／拡散分光照射光１００は、第
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１の光ファイバー１０２および第１のスペーサ１０４を経て供給され得る。一つのレンズ
１０６（複数のレンズを用いることができるのではあるが）は、ボールレンズであり得、
拡散分光法およびＯＣＴ／ＯＦＤＩ光１００のための照射プローブとして機能し得る。そ
の上、この種のレンズ１０６は戻ってくるＯＣＴ／ＯＦＤＩ光１００を収集することもで
きる。照射プローブ（例えば、レンズ１０６）は、組織１１０に電磁放射１０８を合焦さ
せることができる。照射プローブ１０６はＯＣＴ／ＯＦＤＩ光１００の収集に用いられ得
、ＯＣＴ／ＯＦＤＩ光１００はその後、ＯＣＴ／ＯＦＤＩ処理ユニット／アレンジメント
／装置に戻され得る。組織１１０を介して供給される移送光１１２は、第２の収集光学系
（例えば、レンズ１１６）を通って収集され得、拡散分光処理ユニット／アレンジメント
／装置に戻され得る。例えば、２つの別々のボールレンズを使って組織１１０の中に拡散
され得る第２の光ファイバー１２０および第２のスペーサ１１８を経て供給される拡散分
光光１１４を収集するために、第２のボールレンズ１１６が用いられ得る。収集光１２２
は、ファイバー１２０を経て拡散分光処理ユニット／アレンジメント／装置に伝送され得
る。
【００２５】
　図２は、本開示の例示的実施形態による典型的なＯＣＴ拡散分光システムを実施するた
めに用いられ得るファイバーカプラの断面図を示す。例えば、典型的なカプラは、ダブル
クラッドファイバー２００、マルチモードファイバー２０２および単一モードファイバー
２０４を含むことができる。特に、広帯域光または他の電磁放射は、ダブルクラッドファ
イバー２００のコア２０６を通じて送ることができる。コア２０６において提供される信
号は、単一モードファイバー２０４のコア２０８に結合され得る。ＯＦＤＩリターン光は
同じコア２０８を通って戻って送信され得、その一方で、拡散分光リターン光２１０はマ
ルチモードファイバー２０２を介して収集され得るとともに、ダブルクラッドファイバー
２００の内側クラッディング２１２に結合され得る。
【００２６】
　要約すれば、典型的なファイバーカプラは、ダブルクラッドファイバー２００内に戻っ
てくるＯＣＴ／ＯＦＤＩ光および／または拡散分光光１２２のコンビネーションを容易に
するために、図１の典型的なカテーテル内に配置され得る。戻ってくるＯＣＴ／ＯＦＤＩ
光１００がダブルクラッドファイバー２００のコア２０６に結合され得るように、典型的
なファイバーカプラが用いられ得、その一方で、戻ってくる拡散分光光１２２はダブルク
ラッドファイバー２００の内側クラッディング２１２に結合され得る。
【００２７】
　あるいは、例えば、典型的なファイバーカプラは、ダブルクラッドファイバー２００内
に戻ってくるＯＣＴ光および／または拡散分光光１２２のコンビネーションを容易にする
ために、ファイバー回転接合部の内部に配置され得る。
【００２８】
　図３は、本開示の例示的実施形態による典型的なＯＣＴ拡散分光システム／装置の概要
を示すブロック図である。図３に例示したように、広帯域ＯＣＴソース３０２および分光
計３１０を利用することができるＳＤ－ＯＣＴ装置が提供され得る。代わりに、または、
加えて、掃引ソースの利用や、ＯＣＴモダリティのＯＦＤＩおよび／またはＳＳ－ＯＣＴ
タイプに用いられ得るように、フォトダイオード検出器の利用が可能である。本開示のさ
らにもう一つの例示的実施形態において、ＯＣＴのタイプは、広帯域ソース（光源）およ
び可動参照ミラーがフォトダイオード検出器と連動して利用可能なタイムドメインＯＣＴ
（ＴＤ－ＯＣＴ）であり得る。
【００２９】
　図３に示すように、典型的なＯＣＴ拡散分光システムは、例えば、ＯＣＴソース３０２
、光サーキュレータ３０４、光スプリッタ３０６、ＯＣＴリファレンスアーム３０８およ
びＯＣＴ分光計３１０を含むことのできるＯＣＴユニット／アレンジメント／システム３
００を利用できる。ＯＣＴユニット／アレンジメント／システム３００の出力は、例えば
波長マルチプレクサ３１４（または光カプラ）を用いて、拡散分光光源３１２と結合され
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得る。複合電磁放射は、ダブルクラッド（またはトリプルクラッド）ファイバーカプラア
レンジメント／デバイス３１６のコアに入ることができる。その後、放射／光は、ファイ
バー回転接合部３１８を通って伝搬することができる。このように伝搬された放射／光は
、その後、ダブルクラッドＯＣＴ拡散分光カテーテル３２０に供給され得る。コンバイナ
アレンジメント／デバイス３２２（例えば、少なくとも図２に示されるものと類似してい
るか同じもの）を使用して、コア放射／光は単一モードファイバー（ＳＭＦ）３２４に伝
送され得る。ＯＣＴおよび拡散分光放射／光は、図１に示される典型的な構成を用いて、
組織に照射することができる。
【００３０】
　例えば、戻りのＯＣＴ／ＯＦＤＩ放射／光はＳＭＦ３２４を用いて収集され、その一方
で、戻りの拡散分光検出光はマルチモードファイバー（ＭＭＦ）３２６を用いて収集され
得る。その後、ほとんどまたはすべての戻りの放射／光は、コンバイナアレンジメント／
デバイス３２２を用いてダブルクラッドまたはトリプルクラッドファイバーに再結合され
得、システムに戻され得る。ファイバーカプラアレンジメント／デバイス３１６は、ダブ
ルクラッドファイバーの内側クラッディングから拡散分光放射／光を取り出すことができ
、それを拡散分光検出器３２８に伝送することができる。その一方で、ダブルクラッドフ
ァイバーのコアからのＯＣＴ／ＯＦＤＩ放射／光は、処理のためにＯＣＴユニット／アレ
ンジメント／システム３００に戻るよう伝送され得る。さらに、ＯＣＴ／ＯＦＤＩおよび
拡散分光データは、コンピュータ／ストレージユニット／アレンジメント／システム３３
０を用いて、取得され、処理され、表示され得る。
【００３１】
　図４は、本開示の他の例示的実施形態によるさらに典型的なＯＣＴ拡散分光システム／
装置の概要を示すブロック図である。図４に例示される典型的なＯＣＴ拡散分光システム
は、例えば、ＯＣＴソース４０２、光サーキュレータ４０４、光スプリッタ４０６、ＯＣ
Ｔリファレンスアーム４０８およびＯＣＴ分光計４１０を含むことのできるＯＣＴユニッ
ト／アレンジメント／システム４００を利用できる。ＯＣＴユニット／アレンジメント／
システム４００の出力は、波長マルチプレクサ４１４（または光カプラ）を用いて、拡散
分光光源アレンジメント／システム４１２と結合され得る。複合電磁放射は、ダブルクラ
ッド（またはトリプルクラッド）ファイバーカプラアレンジメント／デバイス４１６のコ
アに入ることができる。その後、放射／光は、ファイバー回転接合部４１８を通って伝搬
することができる。回転接合部４１８は、静的および／または回転ファイバーコリメータ
４２０および、ＯＣＴおよび拡散分光放射／光が単一モードファイバー（ＳＭＦ）４２６
のコアを通ってダブルクラッドファイバーのコアから伝送され得る光コンバイナアレンジ
メント／システム４２２（例えば、少なくとも図２に示されるものと類似しているか同じ
もの）を、含むことができる。その後、ファイバー回転接合部４１８は、典型的なＯＣＴ
拡散分光カテーテル４２４と適合（結合）され得る。ＯＣＴおよび拡散分光放射／光は、
例えば、図１に示される典型的な構成を用いて、組織に照射することができる。
【００３２】
　例えば、戻りのＯＣＴ放射／光はＳＭＦ４２６を用いて収集され、その一方で、戻りの
拡散分光検出光はマルチモードファイバー（ＭＭＦ）４２８を用いて収集され得る。その
後、ほとんどまたはすべての戻りの放射／光は、コンバイナアレンジメント／デバイス４
２２（例えば、ファイバー回転接合部４１８に配置される）を用いてダブルクラッドまた
はトリプルクラッドファイバーに再結合され得、システムに戻され得る。ファイバーカプ
ラ４１６は、ダブルクラッドファイバーの内側クラッディングから拡散分光放射／光を取
り出すことができ、拡散分光検出器４３０に伝送することができる。その一方で、ダブル
クラッドファイバーのコアからのＯＣＴ／ＯＦＤＩ放射／光は、処理のためにＯＣＴユニ
ット／アレンジメント／システム４００に戻るよう伝送され得る。最終的に、ＯＣＴおよ
び拡散分光データは、コンピュータ／ストレージユニット／アレンジメント／システム４
３２を用いて、取得され、処理され、表示され得る。
【００３３】
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　上述は、単に開示の原則を例示したに過ぎない。記載された実施例に対する様々な修正
および変更は、本書における教示を考慮すると当業者にとって明らかである。実際に、本
開示の例示的な実施形態によるアレンジメント、システムおよび方法は、いずれのＯＣＴ
システム、ＯＦＤＩシステム、ＳＤ－ＯＣＴシステム、ＴＤ－ＯＣＴシステムまたは他の
イメージング（画像処理）システムに、共に用いられること、および／または実施が可能
であって、例えば、２００４年９月８日出願の国際特許出願ＰＣＴ／ＵＳ２００４／０２
９１４８（２００５年５月２６日に国際特許公報ＷＯ　２００５／０４７８１３として刊
行）、２００５年１１月２日出願の米国特許出願１１／２６６，７７９（２００６年５月
４日に米国特許出願公報２００６／００９３２７６として刊行）、２００４年７月９日出
願の米国特許出願１０／５０１，２７６（２００５年１月２７日に米国特許出願公報２０
０５／００１８２０１として刊行）、２００２年５月９日発行の米国特許公報２００２／
０１２２２４６に記載されたものであり、これらの開示全体を参照によって本書に組み入
れる。本書に明示的に示されておらず記載されていなくても、当業者は、本開示の原則を
実施して、このような本開示の精神および範囲内にある数々のシステム、アレンジメント
および手順を立案することができることが理解できるであろう。加えて、本書において上
記すべての刊行物および参考文献は、参照することによってそれら全体を本書に組み込む
ことができる。本書において記載されている典型的な手順は、ハードドライブ、ＲＡＭ、
ＲＯＭ、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、メモリースティックなどを含む、任意の
コンピュータアクセス可能媒体に格納され得、そして、ハードウェアプロセッサ、マイク
ロプロセッサ、ミニ、マクロ、メインフレーム等、これらを複数および／またはこれらの
組み合わせを含むことのできるプロセッシングアレンジメントおよび／またはコンピュー
ティングアレンジメントによって実行され得ることを理解すべきである。加えて、明細書
、図面および請求の範囲を含む本開示において使用される特定の条件が、場合によっては
限定されないが例えばデータおよび情報を含んで、同義的に用いられ得る。当然のことな
がら、互いに同義であり得るこれらの文言および／または他の文言は、この種の文言が同
義的に用いられないことを意図した場合であり得る本書において同義的に用いられ得る。
さらに、従来技術の知識が上記本書を参照することで明示的に組み込まれなかった範囲内
において、それは完全に本書において明示的に組み込まれ得る。上記参照されるすべての
刊行物は、参照することにより全体として本書に組み込まれるものとすることができる。
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